


維持管理部門



エントリーNo.１
「集球作業後スタッフみんなで練習会！ 」
秋田県 ゴルフガーデンナイスイン

いつも集球作業を頑張ってくれるスタッフの福利厚生の一環として、作業
後にみんなでカレーライスを食べ、無料の練習会を開催しています。集球
作業のスタッフには60歳以上の６名と合わせて12名います。ベテランのス
タッフが大学生にスイングやパターを楽しく教えてくれます。大学生はこのア
ルバイトをきっかけにゴルフを始めましたが、中には100切りまでもう少しの
学生もいます。この練習会を毎週開催することにより、スタッフ同士のコミュ
ニケーションが深まり、大学生の欠勤や遅刻が減り、作業効率もアップしま
した。年1回、無料で参加できる従業員コンペと親睦会も開催し、雨の日
も風の日も頑張ってくれているスタッフに感謝を伝えています。



エントリーNo.2
「練習場スタッフによるターゲットリングネットの修繕」
大阪府 チボリゴルフ

チボリゴルフは 1970 年の創立から 55 年を迎える、歴史あるゴルフ練習場でございます。
2015 年には前経営者より M&A にて株式会社ＫＭＧが企業買収を行い、それ以降は施設
設備改修、営業改善に取り組んでまいりました。

10 年前には、フィールド内の人工芝およびターゲットグリーン、クラブハウスの修繕を実
施し、大幅なリニューアルを行いました。その際、ターゲットリングを 12 基新調いたしました。
しかし、これらのターゲットリングも設置から 10 年が経過し、経年劣化によりネットの破れやリング
塗料の剥がれが目立ち、見栄えの悪い状態となっておりました。
そこで今回、弊社社長をはじめ、社員およびパートスタッフが協力し、ターゲットリングネットの修繕
作業を実施いたしました。
まず、破損していたネット部分をカットして破棄し、施設内に保管されていたネットの端切れを活用
して補修・再生いたしました。
さらにリング部分には、100 円ショップで販売されている棒状の浮き輪に切れ目を入れ、上下 2 
本をはめ込む工夫を施しました。赤・ピンク・青・黄・紫・緑のカラフルな配色とすることで、視認性
が高く、明るい印象のターゲットリングに仕上がりました。
1 基あたりわずか 200 円という低コストで、12 基すべてのターゲットリングが新品同様に復活い
たしました。



今回の修繕は、弊社女性社長のアイデアを基に、社員の山仲さん、パートスタッフ 3 名が連携し、ネット剥がし作業や
ネットをリング状にカットする作業などを手際よく行いました。スタッフ全員の協力により、短時間かつ大変効率的に作業を
完了することができました。
作業時間は、12 基の修繕をスタッフ交代制で実施し、6 日間で延べ 12 時間の業務となりました。
安価で簡単に実施でき、見た目と機能性の両面で大きな改善効果が得られたことから、今回の取り組みは非常に有効
な提案であったと考え、応募いたしました。



エントリーNo.３
「セレブリティーズグリーンズの採用」
大阪府 井高野ゴルフセンター

【事実】
芝から打てるアプローチ場の高麗芝は冬になると休眠するので良好な練習
環境を提供できない。

【気付き】
PGAツアープロも自宅で使用している上質な人工芝を導入することでアプ
ローチ練習が１年中出来る環境になるのではと考えた。

【成果】
セレブリティーズグリーンズの人工芝では順目や逆目、ファーストカット、セカン
ドカットなど多くのシチュエーションで練習できる為、 お客様からもご好評
いただき継続利用に繋がっています。



エントリーNo.４
「ネット点検の実施」
大阪府 井高野ゴルフセンター

【事実】
ネット点検の際に現場でネットを切って修理していた。

【気付き】
点検前に多種のサイズの当てネットを準備しておくと修理時間の短縮になる。

【成果】
修理時間が短縮され、多くの場所を補修する事が出来るようになった。



エントリーNo.５
「レンジボール汚れ落としについての考察」
千葉県 美里ゴルフセンター

準 備 ：洗剤各種、スポンジ、バケツ、スト−ブ
汚れたボール使用球：スリクソン ディスタンス 350

１. 1 回の洗浄で落ちない汚れ
お湯の中に浸しておく。5 分から 10 分ぐらい。お湯に通常使う薬剤を混ぜておきます。
スポンジで擦ると、大体の汚れは簡単におちました。



２. 頑固な汚れ
強力カビハイタ−を満たした水の中に、1 日か 2 日 浸け置きしました。凡その汚れが落ちました。

３. 赤い「カビ」汚れ（水中に数日浸かってしまったボール）

強力カビハイタ−を満たした水に、1 週間から 2 週間浸して置
きました。。これで凡そ落ちました。赤いカビ汚れボールのほぼ 8 割から 9 割の色が正常に戻りました。



4.全体が黄ばんだボール
黄ばみが薄いボールは、カビハイタ−と漂白剤を混ぜた水に 1 週間ぐらい浸しておくと黄ばみが落ちるこ
ともありました。確率は５０％程度。
完全に黄ばんだボールは対処できず。サンポ−ルなどでも試しましたが、印 字が消えました。



エントリーNo.６
「冬でも楽に集球する方法」
北海道 山の手ゴルフセンター

冬になり、積雪が始まると手押しでのギャザーでの集球が、大変になり、重労働となります。押して前進するときに重く、時には、押
し切れなくて、ギャザーの使用をあきらめたりしますよね。軽く押すために、ミニスキーや、改造したスキーの板をつけてみたりしていた
のですが、
いずれも、外れやすかったり、後進がしずらかったりとなかなか思うようにはいきませんでした。そんな時にマウンテンバイクで、雪中を
スイスイ走っている動画をインターネットで見つけました。マウンテンバイクのタイヤにスキーの板のようなものが取り付けられており、ス
キーの板には、タイヤがうまくはまるように溝もつけられておりました。購入し取り付けたところ、自作したものよりもタイヤにフィットする
ため、外れずらく、またスキー板の両端に反りがあるため、前進後進がスムーズにできました。使用しているうちにバンドで止めている
タイヤのスポークが負荷で、だんだん曲がってしまうため、今ではタイヤのスポークがプラスチックになっているものを採用しています。



エントリーNo.７
「ノーモア 接触型カードリーダー！！」
～中央集中管理システムとＱＲコードカードの合わせ技によるコストカットを実現～

千葉県 ジャパンゴルフスクール
打席にてカードを読み込む「カードリーダー」を利用し、お客様にボールを提供しているゴルフ練習場は多いと思います。
ところが、屋根があるとはいえ、真夏の暑さや真冬の寒さなどの温度変化が大きく、さらに精密機械にとって大敵であ
る砂やホコリなどで、頻繁に故障が発生します。
弊社が利用していた機械は、一般的に流通していたものだったのですが、すでに生産中止になってから２０年以上
経過し、中古買取りもしくは修理をするしかなく、それが１打席あたり約１０万円掛かっていました。印字型サーマ
ルカードの単価コストも、新規のみならず、印字行が２０行でカード更新となるため、年間50万円弱かかっていまし
た。
非接触型のICリーダーならば故障率は激減し、カード更新も紛失のみになり、良いのですが、各打席への設置は変
わらず必要になりますし、ICカード自体のランニングコストも高く、二の足を踏んでおりました。

そこで、「各打席を通信ケーブルで繋いでいるのであれば、フロントから各打席に命令をかけられないか？カードも安
価なQRコードカードにもできないか？」と思いつきました。
さっそく業者さんに相談したところ、前例は無いが技術的には可能との返答を得たので、まずはスクール打席で３年
ほど前に試験導入し、効果と安定性を吟味しつつ、業者さんと打ち合わせを重ね、２０２５年３月に助成金を利
用し導入しました。



もともと顧客データはあったので、カードの切り替えは受付時の数回クリックで済み、スムーズでしたし、導入してからは
お客さまからの故障呼び出しも減り、予想通りのコストカットも実現し、約７年でペイする予定です。
また、QRコードを採用したことによって、先進練習場としてのブランディングイメージも出来上がったようで、お客様から
は良くなったという意見が多いことから、顧客満足度にもつながったことを接客で実感できています。

実績
〇コストカット
・旧リーダーライター修理費・・・約１００万円／年
・サーマルカード購入費・・・約50万円／年
〇導入費
・QR集中管理システム一式（エフコムサービス社製）・・・約２０００万円（QRカード５０００枚含）
・補助金（業務改善+働き方改革）・・・ －９００万円



エントリーNo.８
「台風時 ティーアップ機 浸水防止板」
千葉県 ガーデン藤ヶ谷ゴルフレンジ

当練習場は打席棟が南向きになっており、台風時に雨が吹き込みオートティーアップ機が浸水します。
その為に作成したのが浸水防止板です。
40cm × 60cm 厚さ1cm 10kg の持ち手のある平板です。
錆びにくいザム鋼板製で、床と接する部分にはゴムが四方に貼付けされていて、浸水を防ぎます。
使用方法は簡単で
・打席のオートティーアップ部分のショットマットを取る
・オートティーアップの部分に浸水防止版を設置する
以上です
浸水防止板の収納ストッカーがあり、ガイド付きで縦に積み上げ収納するので、保管時に場所をとりま
せん。また、収納ストッカーにキャスターが付いているので、移動しながら各打席に浸水防止板を設置で
きます。

工夫したところ
・パート・アルバイトスタッフでも簡単に設置できるように移動ストッカーを作った
・持ち手を大きくしてどんな従業員でも設置できるサイズと重量にした
・風速４０m/sでも吹き飛ばないような重さだとかなり重くなるので、ゴムの素材や面積を工夫した
・台風後の復旧が重要なので、撤去はそのままストッカーに仕舞っていくだけにした
そのために錆びにくい材質のザム鋼板を採用した
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